
 

 

2021 年 8月 25日 

各  位 

太 陽 生 命 保 険 株 式 会 社  

 代 表 取 締 役 社 長  副 島  直 樹  
 (お問合せ先)広報部 TEL:03(3272)6406 

                          

 

 
 
Ｔ＆Ｄ保険グループの太陽生命保険株式会社（社長 副島直樹）は、2021 年 9 月 1 日より、インター

ネットチャネル「スマ保険」専用商品として、「出産保険」〔正式名称：無配当産前産後ケア保障付特定医療保険（001）〕

を新たに発売しますのでお知らせいたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
当社はこれまで、少子高齢化に対応すべく、2014 年より「ベスト・シニア・サービス（BSS）」を開始

し、業界他社に先駆けて、認知症保険を販売するなど（*3）、シニアのお客様や社会のニーズをいち早く商
品・サービス等に反映させてきました。また少子化への取組みとして、2020 年 4 月に当社の子会社であ
る「太陽生命少子高齢社会研究所」を設立し、少子化の解消にむけた研究や調査などに取り組んでまいり
ました。 
 
今般、新たに発売する「出産保険」は、「保険の提供を通じて、妊産婦のお客様に安心をお届けし、出

産・育児を応援したい」という想いから開発し、母子愛育会総合母子保健センター所長の中林正雄先生
に監修いただきました。 
 

  産前産後の女性を支援するため、所定の妊娠うつ・産後うつを保障するだけでなく出産後の身体的回
復に影響を及ぼす妊娠中および出産時の異常、妊娠中から産後にかけて特に心配な疾病等も保障する妊
婦さん専用の商品となります。当該商品は、簡単便利なインターネットチャネル「スマ保険」のみでの
取り扱いとなります。 

 
■スマ保険の詳細はこちらをご覧ください。 

（URL：https://www.taiyo-seimei.co.jp/net_lineup/index.html） 
 
太陽生命は、これからもお客様に寄り添い続け、商品・サービス等の提供を通じ、少子高齢化をはじめ

とする社会的課題の解消に向けた取組みを進めてまいります。 

以  上 

  

(*1)所定の重症型妊娠高血圧症候群と医師によって診断された場合の保障および出産に伴う所定の輸血を受けたときの保障は、保険契
約締結時に被保険者が妊娠していた子の妊娠・出産によるものに限ります。詳細は「ご契約のしおり・約款」をご確認ください。 

(*2)責任開始日から 90 日以内に罹患し診断確定された乳がんおよび乳房の上皮内がんはお支払することはできません。詳細は「ご契
約のしおり・約款」をご確認ください。 

(*3)簡単な告知により加入できる選択緩和型の商品で、認知症について保障する保険（ひまわり認知症治療保険）は、生命保険業界初
となります。（一般社団法人生命保険協会加盟41社において、当社で調べたものです（2015年 12月末時点）） 

太陽生命、       を新発売！ 

～産婦人科医とつくった妊婦さん専用保険～ 

 太陽生命保険株式会社 広報部 

 東京都中央区日本橋２－７－１  
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出産保険の５つの特長 

https://www.taiyo-seimei.co.jp/net_lineup/index.html


「出産保険」の概要

【社会的背景】
日本の少子化の進行、人口減少は深刻さを増しており、2020年の出生数（推計）は84万832人（*1）と過去最
少を記録し、我が国の総人口も2008年をピークに減少局面に入っています。
さらに近年、妊娠・出産・育児における女性を取り巻く環境は、核家族化の進展、高齢出産の増加、出産後も就業
を継続する女性の増加など大きく変化しており、妊産婦の身体的・心理的負担はますます大きくなっています。特に妊娠
中の女性の約10％はうつ病に罹患し、産後の女性は約10～15％がうつ病に罹患する（*2）と言われています。
こうした背景をうけ、2021年4月に改正母子保健法が施行され、母親の身体的回復や心理的な安定を促進する
「産後ケア事業」の実施を市町村の努力義務とするなど、妊産婦への支援は広がりつつあります。

【当社の取組み】
当社はこれまで、少子高齢化に対応すべく、2014年より「ベスト・シニア・サービス（BSS）」を開始し、業界他社に先
駆けて、認知症保険を販売するなど（*3）、シニアのお客様や社会のニーズをいち早く商品・サービス等に反映させてきま
した。また少子化への取組みとして、2020年4月に当社の子会社である「太陽生命少子高齢社会研究所」を設立し、
少子化の解消にむけた研究や調査などに取り組んでまいりました。
今般、新たに発売する「出産保険」は、「保険の提供を通じて、妊産婦のお客様に安心をお届けし、出産・育児に取り
組んでいただきたい」という想いから開発しました。「産後うつ」、「妊娠中の重症型妊娠血圧症候群」など産後回復不全
につながりやすい病気にかかる医療費や、産後ケア事業等のサービス利用料などに給付金等をご利用いただきたいと考
えております。

妊娠中の重症型妊娠高血圧症候群、出産にともなう輸血治療
を保障！

がんなどの3大疾病・上皮内がんなども保障！

うれしい満期保険金つき！（保険期間2年間）

所定の妊娠うつ・産後うつを保障！

妊婦さん専用保険！特長1

特長2

特長3

特長4

特長5

（1）商品開発の背景

（2）「出産保険」の5つの特長！

（*1）厚生労働省「2020年人口統計調査」より
（*2）公益財団法人日本産婦人科医会HPより

（https://www.jaog.or.jp/qa/confinement/jyosei200311/）
(*3)簡単な告知により加入できる選択緩和型の商品で、認知症について保障する保険（ひまわり認知症治療保険）は、生命保険

業界初となります。（一般社団法人生命保険協会加盟41社において、当社で調べたものです（2015年12月末時点））

対象年齢：20歳～45歳
妊娠21週まで加入可能

https://www.jaog.or.jp/qa/confinement/jyosei200311/


主な支払給付金等 主な支払事由

産前産後ケア給付金 ・所定の妊娠うつ・産後うつを発病したと診断されたとき
・所定の重症型妊娠高血圧症候群に該当したと診断されたとき
（ただし、契約時に妊娠していた子（以下「対象の子」）の妊娠によるものにか
ぎります）
・出産に伴い所定の輸血を受けたとき
（ただし、対象の子の出産によるものにかぎります）

集中治療給付金 ・所定の集中治療室管理を受けたとき
（ただし一部は、対象の子の妊娠および出産によるものにかぎります）

３大疾病給付金 ・生まれて初めて悪性新生物（がん）に罹患し、医師により診断確定されたとき
・急性心筋梗塞で、労働の制限が60日以上継続したときまたは手術を受けたとき
・脳卒中で、他覚的な神経学的後遺症が60日以上継続したときまたは手術を受
けたとき

上皮内新生物等
診断給付金

・生まれて初めて上皮内新生物等に罹患し、医師により診断確定されたとき

満期保険金 ・保険期間満了時に生存していたとき

死亡給付金 ・保険期間中に死亡したとき

項目 内容
被保険者の範囲 契約年齢20歳～45歳の妊娠週数21週までの妊婦

契約者および被保険者が同一人であること

保険期間 有期（2年間）

保険料払込方法 分割払（月払）もしくは全期前納

診査区分 告知扱
販売チャネル インターネットチャネル「スマ保険」専用商品

詳細はこちらをご覧ください
（https://www.taiyo-seimei.co.jp/net_lineup/index.html）

（3）保障内容

（4）契約取扱い

主な支払事由、概要を記載しています。詳しくは、「ご契約のしおり・約款」をご確認ください。

主な契約取扱いを記載しています。

https://www.taiyo-seimei.co.jp/net_lineup/index.html


このニュースリリースは商品の概要を説明したもので、保険募集を目的としたものではありません。

妊娠4ヶ月（12週） 妊娠6ヶ月（21週）
20歳 3,445円 3,430円
25歳 3,485円 3,470円
30歳 3,580円 3,570円
35歳 3,715円 3,700円
40歳 3,925円 3,910円

45歳 4,285円 4,270円

保険期間・保険料払込期間（2年間）

満期保険金

5万円

産前産後ケア給付金

集中治療給付金

３大疾病給付金

上皮内新生物等診断給付金
死亡給付金

5万円

10万円

100万円

10万円

既払込保険料相当額

・上記プランの月払保険料（クレジットカード扱）例です。

（５）保険料例



母子愛育会
総合母子保健センター所長 中林 正雄 先生

1968年千葉大学医学部卒業、同大学院卒業。米国コロラド州立大学、東京大学医学部産婦人科、
東京女子医科大学母子総合医療センター教授を経て、2002年母子愛育会愛育病院院長、2013
年4月から現職。厚生労働科学研究などで、安全で安心なお産のための医療システム構築に取り組ま
れています。

「出産保険」を監修いただいた先生のご紹介

【現職】
恩賜財団母子愛育会総合母子保健センター所長
恩賜財団母子愛育会愛育研究所顧問

【略歴】
1968年3月 千葉大学医学部卒業
1972年3月 千葉大学医学部大学院修了（医学博士）
1972年2月 米国コロラド州立大学医学部研究員
1973年5月 東京大学医学部産婦人科学教室
1978年4月 東京大学医学部産婦人科学教室文部教官助手
1981年5月 埼玉県立がんセンター婦人科医長
1982年7月 東京都教職員互助会三楽病院産婦人科長
1984年4月 東京都教職員互助会三楽病院産婦人科部長
1984年10月 東京女子医科大学母子総合医療センター助教授
1988年4月 東京女子医科大学母子総合医療センター教授
2000年4月 恩賜財団母子愛育会総合母子保健センター愛育病院 副院長
2002年8月 恩賜財団母子愛育会総合母子保健センター愛育病院 院長
2013年4月 恩賜財団母子愛育会総合母子保健センター所長
2015年4月 恩賜財団母子愛育会愛育研究所所長（兼務）
2019年7月 恩賜財団母子愛育会愛育研究所顧問（兼務）

以 上


